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平成３０年度 白鷗大学 

教員免許状更新講習 募集要項概要 

 

平成 30 年 3 月２７日現在 

 

 

 

１．受講申込受付期間 

・平成３０年５月１２日（土）午前９時 ～ 平成３０年５月１６日（水）午後１１時（土日も受付） 

但し、午前３時～午前６時はシステムは稼動していません。 

２．申込受付方法 

  ・先着順  

・白鷗大学ホームページの「教員免許更新講習システム(Web)」にて申し込みを受け付けます。 

  更新講習システムはパソコン対応のため、タブレット端末（iPad等）、スマートフォン(iPhone 等)での登録 

   及び申込み等で丌具合が生じても保証できませんので、パソコンからの入力をお願いします。 

・申込み方法等については、随時、本学ホームページの「教員免許状更新講習」にアップします。 

≪ 白鷗大学ＨＰのトップ画面（http://hakuoh.jp/) ⇒ サイトマップ ⇒ その他コンテンツ 

 教員免許状更新講習 ≫ 

・電話、ＦＡＸでの受け付けは行っておりません。 

※ 受講申込受付期間中であっても、申込み人数が定員に達した講習は予約ができません。 

※ キャンセル待ちは行っておりませんが、受講申込受付期間中にキャンセルがでれば随時予約が

できます。 

※ 申込み人数が１０名未満の場合は開講いたしません。 

※ 上記の受講申込受付期間で定員に達しなかった講習については、６月下旬頃に２次募集をする

予定です。 

３．講習会場 

・白鷗大学大行寺キャンパス （所在地：小山市大行寺 1.117 番地）  

４．免許状更新講習の領域について 

・必修領域：全ての受講者が受講する領域 

・選択必修領域：受講者が所有する免許状の種類、勤務する学校の種類又は教育職員として 

           の経験に応じ、選択して受講する領域 

・選択領域：受講者が任意に選択して受講する領域 

５．受講必要時間数 

・必修領域６時間、選択必修領域６時間、選択領域１８時間以上の合計 30 時間以上の免許状 

更新講習を受講・修了することになっています。 

 

【お問合わせ先】 

白鷗大学 教員免許状更新講習担当 

〒323-8585  栃木県小山市大行寺1117 番地（大行寺キャンパス） 

E-mail : koushin@ad.hakuoh.ac.jp    平成30年４月より名称変更となります。 

TEL : 0285-21-0600        
         平日 午前 9時～午後 4時 30分 

但し、5/12（土）は午前 9時～午後 2時 

5/1３（日）は休業日のため、5/1４（月）にお問合わせください。 
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６．教員免許状（新免許状・旧免許状）について 

  ・新免許状とは、教員免許更新制が導入された平成 21 年 4 月 1 日以降に初めて授不される 

普通免許状又は特別免許状で、免許状には有効期間の満了の日が定められています。 

  ・旧免許状とは、教員免許更新制が導入される前の平成 21 年 3 月 31 日以前に初めて授不 

された普通免許状又は特別免許状で、有効期間は付されませんが、生年月日によって最初の 

修了確認期限が設定されます。 

  （注）・各個人が、新免許状・旧免許状の両方を併有することはありません。 

      ・教員免許状を有効な状態で保持するためには、有効期間の満了の日又は修了確認期限の 2年 

2か月前から 2か月前までの 2年間に、30時間以上の免許状更新講習を受講・修了した後、 

免許管理者（都道府県教育委員会）に申請する必要があります。 

 

７．有効期間・修了確認期限について 

  ①新免許状所持者の方は、所持している免許状に記載されている有効期間の満了の日を確認して 

ください。「有効期間の満了の日」が異なる複数の新免許状を所持する場合、すべての免許状の 

有効期間は最も遅い「有効期間の満了の日」に自動的に統一されます。 

②旧免許状所持者の方は、最初の修了確認期限を確認してください。 

  

(1) 教諭免許状又は養護教諭免許状をお持ちの方（平成 21 年 4 月以降に栄養教諭免許状を授不） 

生年月日 修了確認期限 

昭和３８年４月２日～昭和３９年４月１日 平成 31年 3月 31日 

昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日 平成 32年 3月 31日 

昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日 平成 31年 3月 31日 

昭和４９年４月２日～昭和５０年４月１日 平成 32年 3月 31日 

昭和５８年４月２日～昭和５９年４月１日 平成 31年 3月 31日 

昭和５９年４月２日～ 平成 32年 3月 31日 

 

(2) 栄養教諭免許状をお持ちの方（平成 21 年 3 月 31日までに授不） 

免許状が授不された日 修了確認期限 

平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日 平成 31年 3月 31日 

 

修了確認期限は、文部科学省のホームページで確認できます。 

（ http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/003/index1.htm ） 

注）修了確認期限を延期している場合、免許状更新講習の受講期間は延期後の修了確認期限から起算する 

必要があり、受講期間外に講習を受講した場合、免許状更新のための講習として認められません。 
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８．受講対象者(講習を受講できる者)  

平成 31 年 3 月 31 日又は平成 3２年 3 月 31 日迄に有効期間の満了の日又は修了確認期限を 

迎える以下に該当する方 

（1）  現職教員（校長、副校長、教頭を含む。ただし、指導改善研修中の者を除く） 

（2）  実習助手、寄宿舎指導員、学校栄養職員、養護職員 

（3）  教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する 

指導等を行う者 

（4）  (3)に準ずる者として免許管理者が定める者 

（5）  文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員 

（6）  上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者 

（7）  教員採用内定者  

（8）  教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者 

（9）  過去に教員として勤務した経験のある者 

（10） 認定こども園で勤務する保育士（幼稚園教諭免許状を保有している者） 

（11） 認可保育所で勤務する保育士（幼稚園教諭免許状を保有している者） 

（12） 幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士（幼稚園教諭免許状を保有 

している者）  

       ※旧免許状所持者の受講対象者のうち、(1)、(3)、(4)、(6)については受講義務者（更新講習の受講義務がある 

者）になります。 

     ※更新講習の免除対象者等については、必ず管轄の教育委員会又は文部科学省のホームページで確認して 

ください。 

      注）支援員・補助員・アシスタント等で勤務している場合は、採用形態が教育職員ではないため更新講習の受講 

義務はありません。 

更新講習の受講については、勤務先の学校（園）長又は管轄の教育委員会とご相談ください。 

 

９．平成３０年度開設講習（平成 30 年 3月 27日現在） 

①各領域の講習とも講習時間は１日６時間です。 

②受講料は 6,100 円です。選択領域は別途教材費のかかる講習があります。 

③既に修了認定済みの講習は、受講できませんのでご注意ください。 

④同一日開設の講習の申し込みは、いずれか一方のみとなります。 

 

（１）必修領域  (注)申し込みはいずれか一方のみとなります。 

開設日 講習名 定員 

８月９日（木） 最新の教育事情 250 名 

８月１０日（金） 幼児教育の最新事情 100 名 

 

（２）選択必修領域  (注)申し込みはいずれか一方のみとなります。 

開設日 講習名 定員 
主な受講対象者 

学校種 免許職種、教科等 職務経験等 

８月２１日（火） 
学校をめぐる変化と組織的対応 100 名 幼・小・中・高・特支 特定しない 特定しない 

教育相談（いじめ・不登校への対応を含む） 150 名 幼・小・中・高・特支 特定しない 特定しない 

８月２２日（水） 教育課程経営の意義と実際（カリキュラム・マネジメントのとらえ方） 100 名 小・中・高 特定しない 特定しない 

 

 

講習内容の詳細については、本学ホーム 

ページをご覧ください。 

白鷗大学ＨＰのトップ画面

http://hakuoh.jp/ ⇒ サイトマップ 

⇒ その他コンテンツ 教員免許状更新講習 
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（３）選択領域 

①履修認定対象職種の「教」は教諭、「養」は養護教諭、「栄」は栄養教諭となります。 

②名称が同一の講習は講習内容が同一となるため、申込みはいずれか一方のみとなります。 

③「記号」欄について 

・◆は、平成３０年度の新設開設講習です。 

・☆の講習は、別途教材費がかかります。 

・◎の講習は、受講する上で前提条件（レベル、習熟度）があります。本学ホームページ掲載の【開設講習のご案内】

の「⑧申込時における連絡事項」を必ずご確認ください。 

・※1の講習は、「事故と責任（事例研究）－子、親、学校の法的責任と紛争解決について」を既に修了認定された方

は、申込み（受講）できません。 

・※２の講習は、「小学校社会科における地域学習」を既に修了認定された方は、申込み（受講）できません。 

・※３の講習は、「ハンドベル体験講座（心に響く音色を求めて）」を既に修了認定された方は、申込み（受講）でき 

  ません。 

開設日 講習名 定員 履修認定対象職種 主な受講対象者 記号 

８月７日（火） 

教育データの統計的分析 40 名 教・養・栄 全教員 ◎ 

学校事故と責任 70 名 教・養・栄 全教員 ※１ 

発達障害幼児の集団作り 50 名 教 幼稚園教諭 ◆ 

子どもの版表現 35 名 教 幼・小学校教諭 
◆ 

☆ 

８月８日（水） 

教育データの統計的分析 40 名 教・養・栄 全教員 ◎ 

発達障害幼児の集団作り 50 名 教 幼稚園教諭 ◆ 

子どものすこやかな体を育てる（身体のこと、健康のこと） 120名 教・養 幼 ・小 ・中 ・特別支援学教諭 
養護教諭 

 

８月１０日（金） 

教育データの統計的分析 40 名 教・養・栄 全教員 ◎ 

小学校社会科における地理および歴史的視点から考察す

る地域学習 
50 名 教 小学校教諭 ※２ 

現代の子どもの本：絵本からヤングアダルト文学まで 30 名 教 小・中学校教諭 ◆ 

８月１７日（金） 

小学校理科（生命分野）の観察・実験  
－生物の多様性と共通性の理解のために－ 30 名 教 小学校教諭 ☆ 

ボールゲームの系統的な指導のあり方 50 名 教 幼・小・中学校教諭  

教育における情報と統計の役割について 100名 教・養・栄 全教員 ◆ 

８月１８日（土） 
自己理解のための心理学ワークショップ 30 名 教・養・栄 全教員  

全教諭のための英語コミュニケーション力養成 30 名 教 幼・小・中・高等学校教諭  

８月２０日（月） 

ボールゲームの系統的な指導のあり方 50 名 教 幼・小・中学校教諭  

器械運動の系統的な指導のあり方 30 名 教 小・中（保健体育）教諭 ◆ 

乳幼児期の発達と障害 50 名 教 幼稚園教諭 ◆ 

児童生徒の発達と障害 60 名 教・養 
小・中・高・特別支援学校教諭 

養護教諭 ◆ 

８月２２日（水） 
器械運動の系統的な指導のあり方 30 名 教 小・中（保健体育）教諭 ◆ 

幼稚園と小学校の連携について 60 名 教 幼・小学校教諭 ◆ 

８月２３日（木） 

Web 教材の開発 40 名 教・養・栄 全教員 ◎ 

ハンドベル体験講座 35 名 教 幼・小・中（音楽）・高（音楽）・特別支援学校教諭 
☆ 

※３ 

ピアノアンサンブル 48 名 教 幼・小学校教諭 ◎ 

小学校英語教育 40 名 教 小学校教諭 ◆ 

愛着障害の理解と対応 50 名 教・養 
幼・小学校教諭 
養護教諭 ◆ 

８月２４日（金） 

自己理解のための心理学ワークショップ 30 名 教・養・栄 全教員  

Web教材の開発 40 名 教・養・栄 全教員 ◎ 

ハンドベル体験講座 35 名 教 幼・小・中（音楽）・高（音楽）・特別支援学校教諭 
☆ 

※３ 

ピアノアンサンブル 48 名 教 幼・小学校教諭 ◎ 

ボランティア教育の実情と課題 60 名 教・養 
幼・小・中・高・特別支援学校教諭 

養護教諭  

８月２５日（土） 

自己理解のための心理学ワークショップ 30 名 教・養・栄 全教員  

ハンドベル体験講座 35 名 教 幼・小・中（音楽）・高（音楽）・特別支援学校教諭 
☆ 

※３ 

ピアノアンサンブル 48 名 教 幼・小学校教諭 ◎ 
 

以上 

 


